
新庄地区コミュニティ協議会

小学６年生以上の新庄地区住民を
対象に自治会・新庄小学校を通じて配布回収
配布実施 令和４年６月～令和４年７月

みなさんご協力ありがとうございました！
回答者の半数以上が60歳以上。全体集計すると高齢者中心の意見になり
ます。男女や世代別で集計することで各世代の意見を見える化、今後の
新庄地区の将来計画(夢プラン)づくりにいかしたいと思います。

回収率
94.4%

新庄地区住民アンケート
集計結果の一部をご紹介

回答者
属性

・全体の3人に1人、10代9割、20代7，8割が新庄小出身
・退職後等UJIターンも60代以上の男性で10-15%

➡地域に出るきっかけ作りが必要

世帯
構成

・80代女性の4割が一人暮らし＋2035年まで85歳以上が増える
➡見守りや困り事のサポートが今後地域でますます必要

・10・20代は親と同居、30・40代は子と同居、30代男性の3人に
1人は親と同居、50代以降夫婦2人・1人暮らし急増

土日
勤務

・若い世代ほど土日勤務が多い。20-40代は3人に1人が土日勤務
➡より若い世代の参加を促すなら会議や行事の日時の工夫が必要
例)下水溝の掃除は平日も開催(高齢化で作業が難しい場所を集中的に清掃)

アンケート報告会&意見交換会について後日、詳細をご案内します。より詳しい結

果を知りたい、将来計画(夢プラン)づくりに関心がある方はぜひご参加ください。

地区の情報発信・広報について

・「公民館だより」は6割近くが読んでいる！！
しかし10-20代は5-7割読んでいない・LINEの利用率は20-40代は8・9割
➡2世代以上同居だと紙媒体は若い世代の手元に届いていない可能性も
新庄地区の情報をSNSやLINE公式アカウントなどで発信が必要

地域づくりへの関心・計画づくりへの参加

・関心あり＋参加の理由＝知り合い仲間が増える・何かの役に立てる
・関心なし＋参加の理由＝地域の付き合いを大切にしたい(7割)
・関心なし＋不参加の理由=自由な意見が言えなさそう(1割)
・「地域運営に女性や若者の声を反映する必要性」は全国的な傾向よりも
「思う」当事者が多い・地域活動への参加より計画づくりへの参加に積極的
➡計画づくりでは女性や若者が意見を言いやすい・参加しやすい工夫を



日常生活の不安・困りごと

やってみたい・協力できる

誰に手伝ってもらっている？将来は？

「有償化」について

その他・自由意見(多い順)

地域活動たくさんやってみたい
協力できるの声がありました！

世代に共通した不安・困りごと
・家族の介護について、病気（認知症など）になった時のサポート
・災害への備えや避難
世代で異なる不安・困りごと
・新庄小出身者が多い10-20代：仲間と気軽に集まれる場所
・子育て世代が多い30代：子どもの遊び場などの子育て環境
・40-70代：農地山林の維持管理・有害鳥獣被害
・60代以上で1位：自分の介護について、病気になった時のサポート
・80代女性の3割：電球の取り換え、家具の移動などの軽作業、移動手段

・20-40代は市内外の親族に手伝ってもらっている
・50代以降、高齢になるほど市内外の親族に手伝ってもらっている今

将来
・どの世代も将来は「助けてもらいたい」が増える
・30-50代、60代以降は「生活支援サポーターや事業所」に
手伝ってほしいが大きく伸びる ※各世代特に女性でその傾向が強い

1回100円よりも500円で頼みたい人が多い

➡生活支援サポーターの制度(支援内容や価格など)の再検討を

1位 側溝清掃・美化・環境保全
2位下水溝清掃・クリーン作戦
3位 地域・自治会内のつきあい
4位 防災活動 5位地域資源の活用

年代別に地域デビューの場をつくる
少数でもできる活動はいっぱいある
➡テーマ別意見交換や勉強会からはじめてみては？

10-20代地域のスポーツ行事
30-40代乳幼児―小中高の行事
40-60代環境美化や清掃など地域行事
60-80代サロン・介護予防や地域付き合い
10代(子)40代(親) 盆踊りや伝統的な祭礼

10-20代興味関心がそれぞれ
40-60代地域資源の活用

女

男
全体

・役員、地域運営、地域交流、地域活動について(自由意見139件)
・交通安全、交通(移動)(不安困り事10件 自由意見33件)
・農地(土地)、草刈り、有害鳥獣害被害(不安困り事11件 自由意見28件)
・空き家、防犯、街灯(不安困り事7件 自由意見21件)
・犬、猫について(不安困り事14件 自由意見12件)

新庄地区のみなさんご協力ありがとうございました！


